
令和６年８月１６日（金）

市長との交流

市長から「女性が社会進出していると言われるようになってから久しい

ですが、現実はまだまだと考えています。市役所でも、女性の登用を積極

的に行っています。そして行政では、新しいアイデアを取り入れる方向性

で進んでいます。今日は皆さんの意見をたくさん聞けて嬉しく思います」

とのお話がありました。つがる市の今後のまちづくりに期待が高まる有意

義な話し合いの場となりました。
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講座 第２回

ゲスト：つがる市長 倉光 弘昭

市長と話そう

交通インフラ整備 起業支援 子育て支援

座談会で上がったつがる市のトピック

障がい福祉

令和６年９月１１日（水）

地域課題の解決策を考える②

トータルコーディネーター：久慈 美穂 さん（株式会社 and more 代表取締役）

講座 第３回

前回のセミナーで個々に書き出した“地域の課題と感じること”や“自分のやりたいこと”をグループ

ワークで共有したのち、グループごとに地域課題を発表し、それらをカテゴリーに分けていきました。

・気軽に行ける場所が少ない
・遊べる場所・集まれる場所が少ない
・学力低下
・父子家庭への支援が足りない
・子ども達が過ごせる場所づくり

・人を募集しても応募がない
・１事業者での通年雇用が難しい
・職場が少ない。特に若者
・Ｕターンしやすい環境づくり
・自立生活を続けたい

・サポート制度などの周知が足りない
・インターネットの活用
・地域が広く情報共有がしづらい

・宿泊施設が充実していない
・農産物のPRができていない
・特産物のPR方法
・市の知名度の低さ
・県外に通用するお土産

・出生率をあげる
・人口がどんどん減っている

・交通の便が悪い
・車がないと買い物が不便
・デリバリーが範囲外
・冬の吹雪がこわい
・車がないと観光が難しい

・空家対策 ・祭り・イベント
・電線が多い
・木造駅前＆商店街
・近所づきあいが足りない
・点字ブロックがない

・今後の地域医療について

・環境保全
・金融教育
・お金のリテラシーが低い
・行政依存（住民主体のまちづくり）
・空き家を買った人の後を追えない

場づくり 観光 まちづくり

職 人口減少

医療

情報 交通 その他

受
講
生
が
地
域
課
題
と
感
じ
る
こ
と

・若者が魅力的に感じる職場が少ない
・若者が働ける、つがる市ならではの
職場がない
・移住した人が仕事を探しづらい。ハ
ローワークだのみ

＊地域の様々な立場にいる参加者の方の「地域課題」「解決に向けて自分に出来ること」を聞くことが出

来て、貴重な体験となりました

参加者の声

＊市長と話す機会では、とても有意義な時間となりました。地域課題についての質問や一人ひとりのお話

を聞いていただけたことは、とても励みとなりました

参加者の声
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